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間割」にある授業名をクリックして表示される画面が WebClass の画面である。 
 
1．携帯電話と WebClass で出席をとる 
「じゃあ、今日のキーワード言うよ。出席確認するから。今日のキーワードはね･･･電気の『電』」 
先生がそう告げると、150 人ほどの学生は一斉に携帯電話の操作を始める、火曜日 3 限目に開講されて
いる「マスメディアと現代を読み解く」の一場面である。授業を担当する宇野文夫客員教授(地域連携推










(左図)。回答は WebClass 上で自動判定されて記録表に保存される。 
ちなみに携帯電話を持たない学生やアクセスできなかった学生



































 (3) 学生同士のなりすましへの警戒･･･第 14 回 FD フォーラム・第 4 ミニ・シンポジウム『大学教育に




生の出欠について、学生の単位取得には原則として 3 分の 2 以上の出席(一部 5 分の 4)が必要であるこ
と、できるだけ出席をとることに対するお願い、ただし遅刻や欠席の扱いについては各先生に一任する
といった内容が記載されている。何を目的として出席をとるのかについても先生ごとの教育方針が存在
するはずで、出席確認自体が既に深いテーマである。 
本稿では、方法のひとつとして
WebClass を使った実践例を紹介した。
他にも工夫ある出席確認方法に関する
情報があれば、ぜひ右記の連絡先までお
知らせいただきたい。 
【文責 末本哲雄】 
